
《歴史的砂防施設の調査および評価》

保存・活用の基本方針
　・保存の方針（どの部分を、どのレベルで保存するのか）
　・活用の方針（誰に、何を、どのように伝えるのか）
　・計画範囲の明確化

　保存・活用計画を地域の計画として位置づける 　自治体・地元等の関係者との合意形成＝

《保存計画》 《活用計画》

歴史的砂防施設(築後50年以上経過した建造物)
※50年は登録有形文化財の基準を踏襲したものである。

歴史的砂防施設に関する調査
　・施設の現状把握（構造､形式､規模､残存状況の把握、周辺地形を含めた大縮尺(必要に応じて1/500～1/2,500)の
    平面図・立面図の作成）
　・施設の建設に係わる資料の収集と整理（施工時の設計書、仕様書、写真、図面　等）
　・関連資料の収集と整理（砂防技術、事業史、郷土史などにおける施設の位置づけ）
　・その他（地域ニーズの把握（アンケート調査等））

歴史的砂防施設の評価

（参考）
登録有形文化財の登録基準
１.国土の歴史的景観に寄与しているもの
２.造形の規範になっているもの
３.再現することが容易でないもの

１．資料収集整理
○歴史的砂防施設に関する資料
　・施工時の工法、材料・施設の構造・補強の履歴　
　・現在の状況
○文化財登録に関する資料
　・文化財登録における評価／関係者のヒアリング／文化財の活用事例
○歴史的砂防施設以外の周辺環境整備
　・地域関連計画／法規制／砂防計画／自然環境条件／社会条件

２．現地調査
○施設の現状
○施設周辺の景観、環境、地形・地質

３．活用計画基本方針の検討（整備の基本コンセプト）
○歴史的砂防施設の文化財としての位置づけ
　・資料収集整理／現地調査からの検討／文化財としての評価項目、内容　
○他事業、他機関との調整方針
○地域のニーズ
　・地域活性化の方向性／歴史的砂防施設に対する地域の期待度、愛着度

４．活用計画の策定
○歴史的砂防施設の見せ方、活かし方
○他機関等との連携方策の検討
○管理・運営計画の検討
　・広報活動、施設維持・美化活動、イベント企画

砂防の歴史に関わる資料収集・整理
地域と施設に関わる資料収集・整理

体験してもらう工夫
みる：眺望ポイントの確保
ふれる：施設までのアクセス
学ぶ：学習施設　　など
民間組織の関与

・周辺施設の配慮（色彩・素材等）
・砂防施設の際だたせ方
・施設利用の安全

維持管理に係わる民間力の活用（ボラ
ンティア）
広報の充実（パンフ・誘導サインな
ど）、学ぶ（イベントの企画・開催）

地域づくりの核としての歴史的砂防施
設の評価（地域のニーズ・愛着度）

砂防の歴史・砂防の理解を深めるため
の方策

【活用計画の流れ】 【検討項目】

補修計画事前調査

○施工当事の技術資料

　　　　　　　　　　の整理・検討
　・施工時の図面/写真/設計書

　・材料の組成、加工・施工技術

　・参照された指針・教科書　等

○竣工後から現在までの
　　　　　　　　　　　　経年調査
　・施設改変等に係わる資料
　　（補修工事設計書/図面等）
　・点検簿等による調査結果　等

○現在の状況
　・目視レベルの概況調査
　・測量結果　など

○その他

文化財登録

事前の対策着手または異常発生

補修計画（概略）
・補修方針
・詳細調査方法
・施工方法/補修材料入手方法/仮設方法　等

補修計画（詳細）
・実施施工方法
　（計画/設計/施工方法/仮設方法/材料入手等）
・施工管理方法
　（実施者/管理者）

点検（通常時・緊急時）
・異常の確認
(通常時：破損の拡大/新たな亀裂　等)
（緊急時：施設周辺被災状況　　　　等）
・点検実施者の設定

概査（補修を要する部位の確認）

詳細調査
・実施体制：専門学識者/専門コンサル　

　タント/施設管理者/地元NPO団体　等

・実施内容：ボーリング/地中レーダー
　超音波探査/地質調査/各種試験　等

補修の実施および維持・管理
巡回点検
・異常の確認
・点検実施者の設定

《砂防事業の時間的な流れに基づく視点》

都道府県・水系

市町村・流域

構造物・周辺地形 ・設計書、写真、絵図、補修履歴、構造・工法・材料，測量　等

・地形、地質、気象、土地利用､災害史、砂防史、技術史　等

・風土、地域計画、観光資源、市町村
史、事業史　等
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